
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
パ
パ
に
だ
け

サ
ン
タ
が
来
な
い

ク
リ
ス
マ
ス
）
（
ボ
ー
ナ
ス
は

メ
ガ
ネ
か
け
て
も

飛
び
出
さ
ず)

 

（
無
駄
遣
い

内
部
告
発

す
る
娘
）
（
本
当
は

怒
っ
て
る
の
に

ヒ
ザ
笑
う
）

の
よ
う
に
関
わ
る
か
が
課

題
と
述
べ
た
後
、
働
き
方

改
革
関
連
法
案
に
対
し
て

｢

評
価
で
き
る
部
分
と
で

き
な
い
部
分
が
あ
り
、
組

合
が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

す
る
必
要
が
あ
る｣

等
と

述
べ
た
。
ま
た
、
政
治
課

題
に
関
連
し｢

身
近
な
問

題
を
地
方
議
員
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う｣

こ
と
や｢

市
政
要
望
の
重

要
性
、
産
業
政
策
反
映
等

も
地
方
議
員
と
の
関
わ
り

が
重
要｣

と
述
べ
、｢

来
夏

の
参
議
院
組
織
内
比
例
候

補

10

名

の

当

選

に

向

け
、
統
一
地
方
選
挙
で
結

果
を
出
し
支
持
率
を
あ
げ

て
い
き
た
い｣

と
述
べ

た
。
こ
の
ほ
か
来
春
闘
に

向
け｢

消
費
増
税
を
見
据

え
し
っ
か
り
要
求
し
闘
っ

て
い
こ
う｣

と
述
べ
、
連

合
運
動
へ
の
参
加
と
日
本

一
の
地
協
づ
く
り
を
め
ざ
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と
新
教
組
・
金
子
代
議
員

を
選
出
し
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で
先

ず
、
未
組
織
労
働
者
に
ど

15
時
に
開
会
し
た
総

会
は
、
與
口
副
議
長
が
開

会
挨
拶
を
述
べ
、
議
長
団

に
Ｊ
Ａ
Ｍ
・
岡
村
代
議
員

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
中
盤

で
は
震
災
・
災
害
復
興
応

援
・
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
、
岡
山
・
広
島
・
愛

媛
・
福
島
の
物
産
、
新
潟

米
等
多
数
の
賞
品
が
、
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

終
わ
り
に
は
、
小
堺
新

副
議
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
次
代
を
担
う
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
無
事

終
了
し
た
。

ま
た
、
総
会
受
付
脇
で

は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
た
。

い
を
込
め
た
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
総
会

宣
言
の
採
択
に
続
き
、
羽

賀
副
議
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
、
矢
島
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
総
会
を
終
了

し
た
。

18
時

30
分
か
ら
は
躍

進
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
小

林
事
務
局
長
の
司
会
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。

矢
島
議
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
小
林
連
合
新
潟
事

務
局
長
と
水
澤
長
岡
市
副

市
長
見
附
市
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
連
合
新
潟
が
推

薦
す
る
地
方
議
員
等
か
ら

挨
拶
と
明
年
に
向
け
た
決

意
が
表
明
さ
れ
、
激
励
と

連
帯
の
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
そ
の
後
は
、
加
瀬
退

職
者
連
合
会
長
の
乾
杯
音

頭
で
賑
や
か
な
交
流
と

な
っ
た
。

越
支
所
長
が
出
席
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

た
。総

会
で
は
、

18
年
度

活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ

れ
、

19

年

度

重

点

課

題
、
予
算
を
全
会
一
致
で

決
定
し
た
。
ま
た
、
渡
部

副
議
長
が
役
員
の
一
部
交

代
を
提
案
し
、
與
口
副
議

長
と
沓
名
会
計
監
査
に
代

り
小
堺
副
議
長(

電
機
連

合)

と
岡
地
会
計
監
査
を

決
定
し
た
。

そ
の
他
の
項
で
は
、
自

治
労(

滝
澤
さ
ん)

か
ら
、

中
条
第
二
病
院
と
老
健
き

た
は
ら
の
廃
止
に
関
わ
る

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

た
。
ま

た
、
情

報

労

連

(

佐
藤
さ
ん
）
か
ら
、
働

き
方
改
革
関
連
法
案
に
関

連
し
て
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
に
対
す
る
情
報
労
連

の
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
、
２
構
成
組
織
の
報
告

を
代
議
員
全
体
で
共
有
が

は
か
ら
れ
た
。

ま
た
、
新
旧
役
員
挨
拶

で
は
、
與
口
前
副
議
長
と

小
堺
新
副
議
長
か
ら
、
思

そ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

総
会
に
は
多
く
の
来
賓

が
出
席
さ
れ
た
。
小
林
連

合
新
潟
事
務
局
長
は
、

｢

組
織
拡
大｣

｢

安
心
社
会｣

｢

政
治
課
題｣

等
を
述
べ

た
。
来
賓
に
は
、
磯
田
長

岡
市
長
、
久
住
見
附
市

長
、
加
瀬
中
越
地
域
退
職

者
連
合
会
長
、
佐
藤
立
憲

民
主
党
幹
事
長(

県
議
会

議
員)

、
長
部
社
民
党
長

岡
支
部
副
代
表(

県
議
会

議
員)

、
村
山
労
金
長
岡

エ
リ
ア
統
括
店
長
、
飯
田

全
労
済
新
潟
推
進
本
部
中

連
合
中
越
第
28
回
年
次
総
会

総
会
終
了
後
は
躍
進
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
盛
大
に
開
催
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12
月
に
な
り
、
２
０
１
８
年

も
残
り
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
ご
存
知
と
は
思

い
ま
す
が
、
12
月
は
旧
暦
の
月

名
を｢

師
走(

し
わ
す
・
し
は

す)｣

と
い
い
ま
す
。
語
源
に
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
主
な
語
源

説
と
し
て
、
師
匠
の
僧
が
お
経

を
あ
げ
る
た
め
に
、
東
西
を
馳

せ
る
月
と
解
釈
す
る｢

師
馳
す

(

し
は
す)

｣

が
あ
り
ま
す
。
こ
の

説
は
、
平
安
末
期
の｢

色
葉
字
類

抄(

い
ろ
は
じ
る
い
し
ょ
う)｣

に
、｢

し
は
す｣

の
注
と
し
て
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
▼
と
に
か
く

12
月
は
僧
侶
が
走
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
何
か
と
忙
し
い

の
で
す
。
私
達
で
あ
れ
ば
車
の

タ
イ
ヤ
交
換
、
庭
の
冬
囲
い
、

大
掃
除
に
忘
年
会
…
。
計
画
的

に
、
や
り
残
し
た
事
が
無
い
よ

う
年
末
年
始
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
▼
年
明
け
に
は
12
月
以
上

に
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。
毎

年
の
こ
と
と
は
言
え
２
０
１
９

年
春
闘
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に

来
年
は｢

働
き
方
改
革
関
連
法｣

が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
関
係

で
、
労
働
協
約
の
改
定
や
規
定

の
改
定
を
実
施
す
る
単
組
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
労
組
に
於
い
て
も
２
月
初
旬

に
労
使
で
協
議
す
る
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
事
前
に
法
令
の
再

確
認
な
ど
行
い
協
議
の
場
に
向

か
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
単
組
で
も
同
様
の
活
動

を
行
う
と
思
い
ま
す
。
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

副議長

小堺宏彦≪№300≫

 東蔵王２

第

28
回
連
合
中
越
年
次
総
会
が

11
月
21
日(

水)

午
後
３
時
か
ら
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は｢

次
の
飛
躍
へ

確
か
な

一
歩
を 

 

運
動
へ
の
『
参
加
』
と
組
織
の
『
拡
大
』
を
す
す
め
、
地
域
活
動
を

広
げ
よ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

19
年
度
重
点
課
題
、
役
員
の
一
部
交
代
な

ど
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ボ
ー
ナ
ス
が

減
っ
て
小
言
が

一
つ
増
え
）
（
体
調
よ
く

今
日
は
正
装

病
院
へ
）
（
ロ
ボ
ッ
ト
が

介
護
す
る
さ
と

子
ら
が
言
う
）
（
薬
よ
り

噂
話
で

元
気
出
る)
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総会宣言

私たちは、本日の第28 回年次総会で、2019 年度重点課題を決定した。

いま、我が国は少子高齢化と人口減少が急速に進展している時代の中で、生産年

齢人口の減少による慢性的な労働力不足に直面している。さらに非正規で働く労

働者が４割近くも存在し、年収200 万円以下で働く低所得者層が依然として1,100 

万人を超え、格差や貧困問題が山積している。

政府・与党は第196 回通常国会で、野党が審議不十分としている中「働き方改革

関連法案」を可決した。罰則付きの時間外労働の上限規制や、雇用形態間における

不合理な格差の解消に向けた同一労働同一賃金の法整備などはおおいに評価され

るが、連合が一環として反対してきた｢高度プロフェッショナル制度｣が導入され

たことは極めて遺憾である。

この制度の導入により長時間労働が助長されることは間違いなく、さらには今

後、対象業務の拡大や年収要件が引き下げられる懸念もあり、注視していかなけれ

ばならない。

2018 年は自然の驚異にさらされた一年といえる。今冬の大寒波は、新潟に記録的

な積雪をもたらし、６月の大阪府北部地震、７月の西日本豪雨災害、９月には台風

21 号による関西の高潮や強風による被害、そして重なるように起きた北海道胆振

東部地震と、次々と起こる自然災害は日本の各地に大きな爪跡を残した。

私たちは、あらためて防災、減災への意識を高めていくとともに、各自治体に対

し、大規模自然災害への対応を求めていかなければならない。

さらに山積する課題解決のためには、来年の春に施行される｢統一地方自治体選

挙｣において、連合新潟が推薦する立候補予定者全員の勝利、さらに来年夏施行の

｢参議院議員通常選挙｣において、組織内推薦立候補予定者全員の勝利が不可欠で

ある。「働く者・生活者」の視点に立った政策・制度を実現するための重要な闘い

と位置づけ、総力をあげて当選をめざす。

来年2019 年は、時代の節目であるとともに、連合結成30 周年を迎える。

連合新潟・構成組織・加盟組合・地域協議会と各支部が一つになり、すべての働

く者のディーセント・ワークの実現のため、連合運動の前進をめざし、すべての働

く者の連帯で、「働くことを軸とする安心社会」を実現しよう！
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連合新潟中越地域協議会

第2 8 回年次総会


